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概要

• 目的：男女共同参画社会に関する国民の意識を把握し、今後の施策の参考とする

• 調査実施主体：内閣府政府広報室（設問作成は男女共同参画局）

• 調査時期：令和６年９月26日～11月３日

• 調査対象：全国18歳以上の日本国籍を有する者 5,000人

• 有効回答数：2,673人（回答率 53.5％）

• 調査方法：郵送法（令和元年調査までは個別面接聴取法）

⇒調査方法の変更に伴い、質問文や選択肢が同じでも、令和元年以前の調査結果と
の比較はできない（令和元年以前の調査結果は「参考値」の扱い）

• 平成４年以降、数年おきに同様の調査を実施（前回調査は令和４年）

「男女共同参画社会に関する世論調査」の概要

２
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社会全体

家庭生活

職場

学校教育の場

政治の場

法律や制度の上

社会通念・地域の慣習・しきたりなど

自治会やPTAなどの地域活動の場

各
分
野

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている 無回答

（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．質問文は「あなたは社会全体でみた場合には、男女の地位は平等になっていると思いますか。あなたの気持ちに最も近いものをお答えください。」

社会全体及び各分野における男女の地位の平等感（問１及び問２）

・社会全体における男女の地位は「平等になっている」と思うと回答した割合は16.7％。
・各分野毎にみると、「政治の場」及び「社会通念・地域の慣習・しきたりなど」における平
等感は特に低い。

３



11.9

14.0

11.3

9.7

10.8

62.8

64.7

62.8

64.5

59.1

16.7

14.7

21.2

21.1

24.6

6.1

4.2

2.8

2.8

3.4

0.7

0.6

0.3

0.2

0.4

1.7

1.7

1.6

1.7

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（2,673人）
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男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている 無回答／分からない

社会全体における男女の地位の平等感（問２）

【全体】

・男女の地位は「平等になっている」と思うと回答した割合は16.7％と前回の結果から増加。

（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．平成28年以降の調査は、18歳以上の回答者による結果。平成24年以前の調査は、20歳以上の回答者による結果。
３．令和４年調査から、調査方法が個別面接聴取法から郵送法に変更となったため、質問文や選択肢が同じでも、令和元年以前の調査結果との比較はできない

（過年度の結果は「参考値」の扱い）。
４．質問文は「あなたは社会全体でみた場合には、男女の地位は平等になっていると思いますか。あなたの気持ちに最も近いものをお答えください。」 ４



（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．平成28年以降の調査は、18歳以上の回答者による結果。平成24年以前の調査は、20歳以上の回答者による結果。
３．令和４年調査から、調査方法が個別面接聴取法から郵送法に変更となったため、質問文や選択肢が同じでも、令和元年以前の調査結果との比較はできない

（過年度の結果は「参考値」）。
４．質問文は「あなたは社会全体でみた場合には、男女の地位は平等になっていると思いますか。あなたの気持ちに最も近いものをお答えください。」

社会全体における男女の地位の平等感（問２）

【性別】

・「平等になっている」と思うと回答した割合は、男女ともに増加。
・なお、男性では、「女性の方が優遇されている」と思うと回答した割合が増加。
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男性
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男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている 無回答／分からない
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１．母親

２．父親

３．友人や先輩

４．学校の先生

５．インターネットやSNS

６．本、漫画、テレビやアニメ

７．兄弟姉妹

８．地域社会での体験

９．学校での職場体験

10．塾や習い事など、学校以外の先生

11．祖父母

12．その他の家族・親族

無回答

男女計 女性 男性

（％）

進路選択に影響をあたえるもの（問３）

・男女ともに回答が多かったのは、「母親」、「父親」次いで、「友人や先輩」、「学校の
先生」、「インターネットやＳＮＳ」となっている。

・女性の方が、進路選択に影響をあたえるものとして「母親」を選択する割合が高い。

６

（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．質問文は「文部科学省の「令和５年度学校基本統計」によると、例えば、大学の理学部・工学部に進学する女性は男性より少ない、薬学部・看護学部

に進学する男性は女性より少ないという現状であることが分かっています。進路選択の一例としてこのような状況がありますが、あなたは、一般的に
進路選択に影響を与えるのは次のうちどれだと思いますか。」複数回答。

新規問
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平成28年調査（3,059人）
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賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答／分からない

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方に対する意識（問４）

【全体】

・「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方に反対（※）と回答した割合は64.8％。
（※）「反対」と「どちらかといえば反対」の回答割合の合計

７

（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．平成28年以降の調査は、18歳以上の回答者による結果。平成26年以前の調査は、20歳以上の回答者による結果。
３．令和４年調査から、調査方法が個別面接聴取法から郵送法に変更となったため、質問文や選択肢が同じでも、令和元年以前の調査結果との比較はでき

ない（過年度の結果は「参考値」の扱い）。
４．質問文は「『夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである』という考え方について、あなたはどうお考えですか。」

64.8%



（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．平成28年以降の調査は、18歳以上の回答者による結果。平成26年以前の調査は、20歳以上の回答者による結果。
３．令和４年調査から、調査方法が個別面接聴取法から郵送法に変更となったため、質問文や選択肢が同じでも、令和元年以前の調査結果との比較はできない

（過年度の結果は「参考値」）。
４．質問文は「『夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである』という考え方について、あなたはどうお考えですか。」

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方に対する意識（問４）

【性別】

・反対と回答した割合は、女性では約７割、男性では約６割となり、男女ともに、前回調査と同
程度となった。
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賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答／分からない

69.2%

59.7%



（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．質問文は「あなたは、今後、男性が育児・介護・家事、地域活動に積極的に参加していくためにはどのようなことが必要だと思いますか。」複数回答。

男女計(％) 女性(％) 男性(％)

R6年調査 R4年調査 R6年調査 R4年調査 R6年調査 R4年調査

① 男性による育児・介護・家事などについて、職場における上司や
周囲の理解を進めること

67.8 66.7 71.5 72.3 63.4 60.2

②
男性が育児・介護・家事などに参加することに対する男性自身の
抵抗感をなくすこと

63.1 60.7 69.0 66.7 56.1 53.7

③ 夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること 60.9 61.8 64.3 65.1 56.9 58.0

④ 労働時間の短縮や休暇制度、テレワークなどのＩＣＴを利用した
多様な働き方を普及することで、仕事以外の時間をより多く持て
るようにすること

47.8 46.8 50.4 48.3 44.7 44.9

⑤ 社会の中で、男性による育児・介護・家事などについても、その
評価を高めること

47.5 44.5 48.5 44.5 46.2 44.4

⑥ 年配者や周りの人が、夫婦の役割分担などについて当事者の考え
方を尊重すること

42.3 44.5 50.9 52.5 32.2 35.1

⑦ 男性の育児・介護・家事などについて、啓発や情報提供、相談窓
口の設置、技能の研修を行うこと

26.3 24.1 27.4 25.3 25.1 22.7

⑧ 男性が育児・介護・家事などを行うための、仲間作りやネット
ワーク作りを進めること

25.0 24.1 27.0 26.5 22.7 21.2

⑨ 男性が育児・介護・家事などに参加することに対する女性の抵抗
感をなくすこと

22.7 20.2 24.6 22.8 20.5 17.2

無回答 1.8 1.8 1.0 1.8 2.6 1.9

男性が育児・介護・家事等に積極的に参加するために必要なこと（問７）
・男女ともに回答が多かったのは「職場における上司や周囲の理解を進めること」、「男性自身の抵抗感を
  なくすこと」及び「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること」。
・女性と男性で回答割合の差が特に大きいものとしては、「男性自身の抵抗感をなくすこと」や「年配者や
周りの人が、夫婦の役割分担などについての当事者の考え方を尊重すること」が挙げられる。

９
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今回調査（2,673人）

令和４年調査（2,847人）

外部サービスは利用せず、自分と配偶者で半分ずつ分担

〃、 自分の方が配偶者より多く分担

〃、 配偶者の方が自分より多く分担

外部サービスを利用しながら、それ以外は自分と配偶者で半分ずつ分担

〃、 それ以外は自分の方が配偶者より多く分担

〃、 それ以外は配偶者の方が自分より多く分担

無回答
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11.8

6.9

5.9

5.3

4.8

54.0 

57.6

10.3

11.0

4.9

5.5

3.2

3.2
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今回調査（2,673人）

令和４年調査（2,847人）

69.1％

（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．質問文は「あなたは、次の（１）から（３）の育児・介護・家事の家庭で担われている役割について、あなたと配偶者でどのように分担したいと思いますか。保育所、訪問介護、

家事代行など外部サービスの利用も含め、あなたの気持ちに最も近いものをお答えください。なお、育児・介護・家事をしている、していないにかかわらず、お答えください。
また、配偶者がいる、いないに関わらず、お答えください。」

育児等に対する配偶者との役割分担（問８）

【全体（育児）】

・育児及び介護について、外部サービスを利用しながら行いたいと回答した割合は高い水準で推移している。
また、「介護」については外部サービスを利用しながら行いたいと回答した割合が約９割にのぼる。

・外部サービスの利用の有無にかかわらず、配偶者と半分ずつ分担と回答した割合が高い。

【全体（育児・介護以外の家事）】

【全体（介護）】

10

89.8％

45.3％
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9.6

10.7

3.9

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（1,233人）

令和４年調査（1,313人）

外部サービスは利用せず、自分と配偶者で半分ずつ分担

〃、 自分の方が配偶者より多く分担

〃、 配偶者の方が自分より多く分担

外部サービスを利用しながら、それ以外は自分と配偶者で半分ずつ分担

〃、 それ以外は自分の方が配偶者より多く分担

〃、 それ以外は配偶者の方が自分より多く分担

無回答

11.8

8.5

11.1

9.7

0.5

0.8

56.9

59.1

16.3

17.6

0.8

1.1

2.6

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（1,440人）

令和４年調査（1,534人）

（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．質問文は「あなたは、次の（１）から（３）の育児・介護・家事の家庭で担われている役割について、あなたと配偶者でどのように分担したいと思いますか。保育所、訪問介護、

家事代行など外部サービスの利用も含め、あなたの気持ちに最も近いものをお答えください。なお、育児・介護・家事をしている、していないにかかわらず、お答えください。
また、配偶者がいる、いないに関わらず、お答えください。」

育児等に対する配偶者との役割分担（問８）

【性別（育児）】

・女性は、男性と比べて、外部サービスを利用しても、配偶者より多く分担するとの回答割合が高い。この
傾向は介護及び家事においても同じ。

・男性は、女性と比べて、配偶者により多く分担してもらいたい傾向がある。

女性

男性

11



5.8

4.8

1.6

1.0

2.6

1.8

68.6

72.5

9.5

8.3

7.9

8.4

4.0 

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（1,233人）

令和４年調査（1,313人）

外部サービスは利用せず、自分と配偶者で半分ずつ分担

〃、 自分の方が配偶者より多く分担

〃、 配偶者の方が自分より多く分担

外部サービスを利用しながら、それ以外は自分と配偶者で半分ずつ分担

〃、 それ以外は自分の方が配偶者より多く分担

〃、 それ以外は配偶者の方が自分より多く分担

無回答

（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．質問文は「あなたは、次の（１）から（３）の育児・介護・家事の家庭で担われている役割について、あなたと配偶者でどのように分担したいと思いますか。保育所、訪問介護、

家事代行など外部サービスの利用も含め、あなたの気持ちに最も近いものをお答えください。なお、育児・介護・家事をしている、していないにかかわらず、お答えください。
また、配偶者がいる、いないに関わらず、お答えください。」

育児等に対する配偶者との役割分担（問８）
・育児、家事と比べて、介護は外部サービスを利用しながら、配偶者と半分ずつ分担すると回答した割合が
男女ともに高い。

・女性は、男性と比べて、外部サービスを利用しても配偶者より多く分担するとの回答割合が高いが、介護
においては、配偶者より多く負担すると回答した男性の割合が比較的高い。

女性

男性

【性別（介護）】

12

2.1

2.3

2.1

1.4

0.4

0.5

73.9

74.9

17.0

16.6

2.2

2.0

2.4

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（1,440人）

令和４年調査（1,534人）



41.4

38.0

42.9

46.0

9.5

10.2

5.1

4.5

1.2

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（2,673人）

令和４年調査（2,847人）

（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．質問文は「育児・介護・家事に女性の方がより多くの時間を費やしていることが、職業生活における女性の活躍が進まない要因の一つだという意見がありますが、

あなたはこの意見について、どう思いますか。」

育児等に女性が費やす時間と職業面での女性活躍との関係（問９）

【全体】

・「育児などに女性の方がより多くの時間を費やすことが、女性活躍が進まない要因の一つ」という意見
について、「そう思う」と回答した割合は84.3％、女性の約９割、男性の約８割と、前回と同水準。

・性別でみると、女性は、「どちらかと言えばそう思う」から「そう思う」と回答割合が推移している。

【性別】

13

45.9

39.8

42.9

48.8

7.5

8.0

2.8

2.3

0.8

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（1,440人）

令和４年調査（1,534人）

女性

男性

88.8%

36.1

35.9

42.9

42.7

11.8

12.7

7.7

6.9

1.5

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（1,233人）

令和４年調査（1,313人）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そうは思わない 無回答

79.0%

84.3%



29.0 

22.9

36.0 

41.7

33.9

34.4

1.1

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（974人）

令和４年調査（1,032人）

長時間労働慣行の是正やテレワークの推進など、男女共に育児・介護・家事に用いることができる時間を増やすための勤務環境の整備

育児や介護のための休業制度や短時間勤務制度など、男女共に仕事との両立を支援するための施策の整備

保育施設や介護施設の整備など、男女共に育児や介護の支援を受けられる設備やサービスの整備

無回答

26.5

21.6

37.7

40.5

34.8

36.4

1.0 

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（2,253人）

令和４年調査（2,391人）

24.6

20.6

39.0 

39.7

35.4

37.9

0.9

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（1,279人）

令和４年調査（1,359人）

女性

（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．質問文は「育児・介護・家事に費やす時間を男女間でバランスのとれたものとし、職業生活における女性の活躍を更に推進するためには、特にどのような支援が必要だと

思いますか。」
３．本質問（問10）は、前問（問９）で「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」と回答した人への更問。

育児等に費やす時間の男女差を踏まえ、職業面での女性活躍推進に必要な支援（問10）

【全体】

・育児等に費やす時間を男女間でバランスのとれたものとするために必要な支援として最も回答割合が高
いのは、男女ともに「仕事との両立支援策」。

・男女ともに、必要な支援策として、「勤務環境の整備」を回答した割合が増加している。

【性別】

14

男性



31.3

26.5

40.4

31.0

31.9

26.9

27.2

19.7

24.9

17.6

17.6

17.5

43.8

45.2

33.8

38.0

36.4

36.4

37.8

37.4

36.6

44.0

38.7

41.7

24.4

25.7

25.8

29.0

30.7

35.8

34.2

41.5

38.0

36.8

41.6

39.5

0.5

2.6

－

2.0

0.9

0.9

0.7

1.4

0.5

1.6

2.1

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（201人）

令和４年調査（230人）

今回調査（240人）

令和４年調査（255人）

今回調査（335人）

令和４年調査（349人）

今回調査（415人）

令和４年調査（417人）

今回調査（410人）

令和４年調査（432人）

今回調査（652人）

令和４年調査（708人）

長時間労働慣行の是正やテレワークの推進など、男女共に育児・介護・家事に用いることができる時間を増やすための勤務環境の整備

育児や介護のための休業制度や短時間勤務制度など、男女共に仕事との両立を支援するための施策の整備

保育施設や介護施設の整備など、男女共に育児や介護の支援を受けられる設備やサービスの整備

無回答

（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．質問文は「育児・介護・家事に費やす時間を男女間でバランスのとれたものとし、職業生活における女性の活躍を更に推進するためには、特にどのような支援が必要だと

思いますか。 」
３．本質問（問10）は、前問（問９）で「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」と回答した人への更問。

育児等に費やす時間の男女差を踏まえ、職業面での女性活躍推進に必要な支援（問10）

・70代を除く全ての年代において、「勤務環境の整備」の回答割合が増加している。また、総じて「仕事
との両立支援」の回答割合が高いが、30代では「勤務環境の整備」が、60代以上は「支援を受けられる
施設やサービスの整備」が最も回答割合が高い。

【年齢別】

15

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上



44.0 

41.3

53.2 

54.1

1.9 

2.8

1.0 

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（2,673人）

令和４年調査（2,847人）

45.0 

42.6

52.4

54.0

1.8

2.2

0.8

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（1,440人）

令和４年調査（1,534人）

（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．質問文は「夫婦の名字・姓に関する制度の在り方をめぐる議論について、自分又は自分の周囲の人に関わる身近なこととして、あなたはこれまでに考えたことがありますか。」

名字・姓に関する制度の在り方をめぐる議論に対する意識（問11）

【全体】

・前回調査と比べると男女ともに、夫婦の名字・姓に関する制度の議論を、自分又は自分の周囲の人に
とって身近なこととして「考えたことがある」との回答割合は増加、「議論があることを知らない」と
の回答割合は低下している。

【性別】

16

女性

男性
42.8

39.8

54.1

54.2

1.9

3.5

1.1

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（1,233人）

令和４年調査（1,313人）

考えたことがある 考えたことがない 議論があることを知らない 無回答



（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．質問文は「夫婦の名字・姓に関する制度の在り方をめぐる議論について、自分又は自分の周囲の人に関わる身近なこととして、あなたはこれまでに考えたことがありますか。」

名字・姓に関する制度の在り方をめぐる議論に対する意識（問11）
・年齢別にみると、議論を「考えたことがある」と回答した割合は30代以上のどの年代でも増加している。
・いずれの年代においても「議論があることを知らない」と回答した割合は前回調査より減少している。

【年齢別】

17

46.8

47.4

52.7

50.8

49.2

42.9

45.1

44.1

46.0

39.0

34.8

34.5

46.4

44.1

43.2

44.6

47.2

50.1

54.3

53.1

53.4

57.1

61.7

61.8

6.7

7.4

3.7

3.9

3.1

4.5

0.4

2.0

－

1.2

0.9

1.5

－

1.1

0.3

0.7

0.5

2.5

0.2

0.8

0.6

2.8

2.5

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（252人）

令和４年調査（272人）

今回調査（294人）

令和４年調査（307人）

今回調査（415人）

令和４年調査（443人）

今回調査（490人）

令和４年調査（501人）

今回調査（470人）

令和４年調査（503人）

今回調査（752人）

令和４年調査（821人）

考えたことがある 考えたことがない 議論があることを知らない 無回答

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上



39.6

34.7

25.5

23.9

59.2

63.6

66.8

70.4

1.3

1.6

7.7

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（1,440人）

令和４年調査（1,534人）

令和元年調査（1,407人）

平成28年調査（1,655人）

43.3

39.1

32.5

31.1

55.2

58.7

58.6

62.1

1.5

2.2

8.9

6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（2,673人）

令和４年調査（2,847人）

令和元年調査（2,645人）

平成28年調査（3,059人）

（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．令和４年調査から、調査方法が個別面接聴取法から郵送法に変更となったため、質問文や選択肢が同じでも、令和元年以前の調査結果との比較はできない

（過年度の結果は「参考値」）。
３．質問文は「あなたは、仮に結婚して戸籍上の名字・姓が変わったとした場合、働くときに旧姓を通称として使用したいと思いますか。あなたが結婚している、していないに

かかわらず、お答えください。」

仮に結婚して戸籍上の姓が変わった際、働くときに旧姓の通称使用を希望するか（問12）

【全体】

・前回調査と比べると仮に結婚して戸籍上の姓が変わった際、働くときに旧姓の通称使用を希望
する割合は男女ともに増加している。

（※）仮に結婚して戸籍上の名字・姓が変わったとした場合、旧姓の通称使用の希望があるかを回答者に尋ねている。

【性別】
女性

男性

18

47.7

44.2

40.5

39.5

50.6

52.9

49.2

52.4

1.7

3.0

10.3

8.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（1,233人）

令和４年調査（1,313人）

令和元年調査（1,238人）

平成28年調査（1,404人）

旧姓を通称として使用したいと思う 旧姓を通称として使用したいと思わない 無回答／分からない



（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．質問文は「あなたは、仮に結婚して戸籍上の名字・姓が変わったとした場合、働くときに旧姓を通称として使用したいと思いますか。あなたが結婚している、していないに

かかわらず、お答えください。」

仮に結婚して戸籍上の姓が変わった際、働くときに旧姓の通称使用を希望するか（問12）

【年齢別】

・前回調査と比べると仮に結婚して戸籍上の姓が変わった際、働くときに旧姓の通称使用を希
望する割合は、30代以上のどの年代でも増加している。30代は最も希望割合が高く、約６割
となっている。

（※）仮に結婚して戸籍上の名字・姓が変わったとした場合、旧姓の通称使用の希望があるかを回答者に尋ねている。

19

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

45.2

47.8

57.8

51.8

48.0

41.5

48.2

45.3

43.2

37.4

31.4

27.4

54.0

50.7

41.8

47.6

51.1

55.8

51.2

53.1

55.7

61.0

65.4

68.9

0.8

1.5

0.3

0.7

1.0

2.7

0.6

1.6

1.1

1.6

3.2

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（252人）

令和４年調査（272人）

今回調査（294人）

令和４年調査（307人）

今回調査（415人）

令和４年調査（443人）

今回調査（490人）

令和４年調査（501人）

今回調査（470人）

令和４年調査（503人）

今回調査（752人）

令和４年調査（821人）

旧姓を通称として使用したいと思う 旧姓を通称として使用したいと思わない 無回答



（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．質問文は「政府は、男女共同参画社会の形成の促進を図る上での重要な課題として、ＤＶや性暴力など個人としての尊厳を害する暴力の根絶に取り組んでいます。

あなたが対策が必要だと考えるのは次のうちどれですか。」複数回答。
３．③の選択肢について、令和４年調査時は「強制性交等や強制わいせつ、痴漢、盗撮などの性犯罪や性暴力」。
４．令和４年調査と質問文及び選択肢の内容等が異なるため、令和４年の調査結果との比較はできない。

ＤＶや性暴力など個人としての尊厳を害する暴力の根絶を図るために対策が必要なもの（問13）

・回答者の74.3％が、ＤＶへの対策が必要と意識。
・女性と男性で、対策の必要性の意識で差があったものとしては、こどもに対する性犯罪や性暴力、
インターネットを介した性的画像の要求等、テレビ等における性表現や暴力表現が挙げられる。
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